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もたちが学習過程の中で，対象 ・ 自己• 他者との対話を通して主体的に考えを深めたり広げたりする
こと で身につけた資質・能力を様々な問題場面に生かしていく こと ができるようになる。
算数科では，以下に重点を置き学習過程を編成し指導にあたる。①日常に内在する数学的事象を数
理的に捉え数学的に表現した問題を設定し，それらを焦点化し表現 ・処理することで問題を解決す
る 。 また，問題解決の過程を振り返り考察する学習過程。 ②既習の数学的事象を，統合的 • 発展的に
捉えた問題解決を通し比較検討することで概念を形成したり体系化したりする学習過程。
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【問題発見の場】 【見通す】 【情報収集】 【問題解決• 新たな問題発見】


















































生活科の目標 具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方 ・考え方を生かし，自立し生活を豊かにしていくための脂質 ・能力を育成する。
















(1) リアルな体験（学習と生活の結合） "Real, Raw material" 
(2)季節を感じる（季節の遊び，旬の食材，栽培や飼育） "Real time" 
(3)人とかかわる "Relation, Receive" 
(4) 充実した表現 "Representation"
(5)異質性の認識（違いに気付き、社会や世界を知る） "Respect" 























































































＼ 自分なりの表現課題を獲得していく I 

































































































































































I道徳テーマに関わる内容項目① 11 道徳テーマに関わる内容項目② I 
追徳 ：テーマに関わる内容項目① 道徳・テーマに関わる内容項目①




































































































































育みたい探究力 見通しをもち，問題解決のために最適な学び方を選択する。様々な情報を収集 ・整理 ・分析し，仲間と共に問題解決の方法を創造し，表現 ・発信する。
育みたい省察性 I自他の問題解決の過程や結果を振り返り，問題解決の方法を調整したり，改善したりする中で問題解決の質を高める。
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最適な問題解決の方法を他者と協働しながら見出す力を育成するためには，自分たちで問題解決す
るための「探究力」と，自分たちの探究を調整 ・改善しながら進めるための「省察性」を育みたい。
そのため，教材分析と学び方の 2つに重点を置く。
●教材分析
0子どもが暮藤するような課題設定。
0子どもが学ぶ意義を感じ，見通しをもって学べる教材。
0子どもの興味 • 関心に沿った課題や教材。
0実社会や自分の生活と関連させて考えることができる内容。
0汎用的な資質 ・能力の育成が図れる授業づくり 。
●学び方
0問題から課題を設定し，取り組む内容や方向性を明確にする。
0個人や全体での考えを共有し，多様な考えを比較しながらよさを見出す。
0問題に対するまとめを行うとともに，学び方の振り返りを行う。
0異学年の考えや意見を大切にして学び合う。
暉翻l
授業記録から，司会 ・記録 ・フォロワーや異学年の関わり方について子どもの言葉から質的評価を
行うと同時に，探究のプロセスが形成されているかを評価する。
-25-
